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(1)　平成28年10月1日

　
平
成
二
十
八
年
七
月
三
十
日
（
土
）

午
後
四
時
か
ら
、
東
京
ド
ー
ム
ホ

テ
ル
「
天
空
の
間
」
に
お
い
て
、

創
立
二
十
周
年
記
念
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
大
学
、
学
員
会
本
部
・
支
部
、

文
京
区
な
ど
か
ら
多
数
の
来
賓
を

迎
え
、
総
勢
約
百
名
が
出
席
し
て

盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
総
会
、
第
二
部
は
マ

ラ
ソ
ン
の
君
原
健
二
氏
の
講
演
会
、

第
三
部
は
懇
親
会
と
、
充
実
し
た

記
念
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

当
日
の
出
席
者
に
は
、
記
念
品
と

と
も
に
二
十
周
年
記
念
誌
『
文
京

白
門
二
十
年
の
歩
み
』
が
配
布
さ

れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
の
司
会
に
は
松
沼
幹
事

長
、
戸
井
田
副
幹
事
長
が
あ
た
り
、

開
会
に
先
立
ち
物
故
会
員
へ
の
黙

祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
全
員
で
中
央
大
学
校
歌
斉
唱
の

あ
と
、
議
長
に
選
任
さ
れ
た
野
口

支
部
長
か
ら
「
母
校
は
創
立
百
三

十
年
を
経
た
が
、
中
長
期
計
画
が

発
表
さ
れ
て
新
し
い
中
大
の
息
吹

き
を
感
じ
る
。
現
役
員
や
教
授
た

ち
に
も
協
力
ね
が
い
、
後
に
続
く

後
輩
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
、
議
事
録
署

名
人
に
は
田
村
悟
、
島
崎
修
両

氏
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
一
号
議
案
平
成
二
十
七
年
度

事
業
報
告
と
二
号
議
案
同
収
支

決
算
報
告
に
つ
い
て
は
、
松
沼

幹
事
長
、
染
野
幹
事
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
報
告
が
あ
り
、
大
根
田
監

事
の
監
査
報
告
の
あ
と
、
質
疑

な
く
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
号
議
案
平
成
二
十
八
年
度

事
業
計
画
、
四
号
議
案
同
収
支

予
算
に
つ
い
て
は
、
松
沼
幹
事

長
か
ら
説
明
の
あ
と
、
鈴
木
副

幹
事
長
か
ら
信
州
の
旅
に
つ
い

て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

等
へ
の
提
言
を
求
め
る
声
が
あ
り
、

異
議
な
く
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
号
議
案
役
員
改
選
の
件
は

野
口
議
長
に
一
任
さ
れ
、
松
沼

幹
事
長
・
事
務
局
長
の
説
明
の

あ
と
、
鈴
木
副
幹
事
長
か
ら
読

み
上
げ
ら
れ
た
総
会
で
選
任
す

べ
き
役
員
候
補
十
一
名
（
支
部
長
、

副
支
部
長
，
監
事
、
名
誉
会
長
、

相
談
役
＝
い
ず
れ
も
留
任
）
が

満
場
一
致
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
の
議
事
審
議
の
後
、
戸

井
田
副
支
部
長
の
司
会
で
功
労
者

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
野
口
支
部

長
よ
り
、
田
中
祺
益
第
二
代
支
部

長
、
大
久
保
治
男
第
三
代
支
部
長
、

松
沼
茂
幹
事
長
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
、
定
刻
ど
お
り
に
総
会
を
終

え
ま
し
た
。

　
第
二
部
講
演
会
で
は
一
時
間
に

わ
た
り
、
メ
キ
シ
コ
五
輪
銀
メ
ダ

リ
ス
ト
の
君
原
健
二
氏
か
ら
『
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
私
の
マ
ラ
ソ
ン
人

生
』
と
題
す
る
講
演
を
聴
講
し
ま

し
た
。
君
原
氏
は
、
中
大
在
学
時

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
マ
ラ
ソ
ン
銅
メ
ダ
ル

の
故
円
谷
幸
吉
氏
と
長

年
の
盟
友
で
、
ボ
ス
ト

ン
マ
ラ
ソ
ン
優
勝
か
ら

五
十
年
後
の
今
年
四
月

に
招
待
さ
れ
て
同
コ
ー

ス
を
完
走
し
た
経
験
談

を
交
え
て
の
講
演
は
非

常
に
興
味
深
い
も
の
で

し
た
。
（
講
演
の
内
容

要
旨
は
四
頁
に
）

　
講
演
終
了
後
、
恒
例

と
な
っ
て
い
る
来
賓
を

含
め
た
出
席
者
全
員
の

記
念
写
真
は
、
大
人
数

の
た
め
二
度
に
分
け
て

撮
影
し
ま
し
た
。
　

　
第
三
部
懇
親
会
は
、

松
沼
幹
事
長
、
戸
井
田

副
支
部
長
の
司
会
に
よ

り
、
創
立
二
十
周
年
記
念
に
ふ
さ

わ
し
い
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
来
賓
は
、
文
京
区
よ
り
成
澤
廣

修
区
長
、
白
石
英
行
区
議
会
議
長
、

学
員
会
か
ら
は
久
野
修
慈
会
長
、

栂
野
紘
次
評
議
員
会
副
議
長
、
中

央
大
学
か
ら
は
深
澤
武
久
理
事
長
、

石
井
靖
理
工
学
部
長
ら
が
臨
席
。

ま
た
都
区
内
支
部
十
五
支
部
の
う

ち
十
三
支
部
か
ら
支
部
長
・
幹
事

長
ま
た
は
代
理
が
出
席
さ
れ
て
、

共
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
を
楽
し

み
ま
し
た
。
（
二
頁
に
続
く
）
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創
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二
十
周
年
記
念
総
会

　
　
　

来
賓
多
数
を
迎
え
盛
大
に
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創
立
二
十
周
年
記
念
総
会
第
三

部
懇
親
会
は
、
君
原
健
二
氏
は
じ

め
来
賓
多
数
を
迎
え
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
留
任
の
決
ま
っ
た
野

口
支
部
長
が
、
総
会
へ
の
感
謝
や

君
原
氏
の
人
柄
へ
の
信
頼
感
に
触

れ
た
あ
と
、
中
長
期
計
画
こ
そ
中

大
復
興
の
要
と
な
る
、
と
の
挨
拶

を
し
ま
し
た
。
　
　

　
引
き
続
き
来
賓
各
位
の
紹
介
を

行
い
、
代
表
し
て
成
澤
廣
修
文
京

区
長
、
久
野
修
慈
学
員
会
長
、
深

澤
武
久
中
大
理
事
長
か
ら
祝
辞
・

　
支
部
発
足
二
十
周
年
を
記
念
し

て
記
念
誌
『
文
京
白
門
20
年
の
歩

み
』
を
発
行
し
、
全
会
員
に
配
布

し
ま
し
た
。

　
総
頁
数
は
１
２
６
頁
で
、
支
部

記
念
誌
と
し
て
は
か
な
り
大
部
に

な
り
ま
し
た
が
、
文
京
区
支
部
独

自
の
企
画
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入

れ
て
内
容
の
充
実
を
図
っ
た
結
果
、

内
外
か
ら
高
い
関
心
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
念
誌
は
、
文
京
区
支
部

の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
現
状
、
そ

し
て
中
央
大
学
の
未
来
を
展
望
し

て
お
り
、
国
立
国
会
図
書
館
で
一

般
の
閲
覧
に
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
成
澤
区
長
か
ら
は
、
後
楽
園
キ
ャ

ン
パ
ス
の
中
長
期
計
画
実
現
に
向

け
て
、
都
市
計
画
上
の
さ
ま
ざ
ま

な
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
き
た
い
、

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
久
野
学
員
会
長
か
ら
は
、
心
の

通
い
合
う
熱
心
な
支
部
活
動
に
対

す
る
評
価
と
と
も
に
、
本
日
の
講

演
で
君
原
氏
と
円
谷
氏
の
人
間
の

交
わ
り
を
感
じ
た
、
ま
た
、
す
べ

て
の
人
が
心
を
通
わ
せ
新
し
い
中

央
大
学
を
作
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
、
と
の
力
強
い
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　
深
澤
理
事
長
か
ら
は
、
理
工
学

部
の
お
膝
元
と
し
て
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
、
中
長
期
計
画
で
は
理
工

学
部
が
重
要
な
役
割
を
担
う
の
で
、

さ
ら
な
る
ご
協
力
を
願
い
た
い
と

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

大
学
へ
の
爆
破
予
告
に
関
し
て
危

機
管
理
体
制
を
さ
ら
に
強
化
し
て

い
く
、
一
昨
年
五
月
に
理
事
長
に

就
任
し
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
再
構
築
を

託
さ
れ
た
が
、
六
つ
の
課
題
の
う

ち
五
つ
を
改
善
し
た
、
残
っ
た
理

事
の
選
任
方
法
を
来
年
五
月
ま
で

に
解
決
し
た
い
等
の
大
学
の
現
状

に
関
す
る
報
告
の
ほ
か
、
相
当
な

資
金
が
必
要
な
中
長
期
計
画
実
現

の
た
め
に
飛
躍
募
金
を
発
足
さ
せ

た
の
で
、
光
輝
く
中
央
大
学
に
な

る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
い
で
自
民
党
高
村
副
総
裁
、

酒
井
中
大
学
長
、
遠
藤
五
輪
担
当

大
臣
ら
多
数
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
、

君
原
氏
の
講
演
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
と
の
栂
野
評
議
員
会
副
議
長

の
発
声
で
乾
杯
を
行
い
ま
し
た
。

　
懇
親
の
宴
で
は
、
和
や
か
に
談

笑
す
る
中
、
大
久
保
元
支
部
長
の

教
え
子
の
艶
や
か
な
舞
や
三
味
線

と
小
唄
披
露
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

現
役
の
応
援
団
長
岡
本
祐
一
君
と

元
応
援
団
長
の
内
布
亮
君
に
よ
る

中
大
節
な
ど
力
強
い
エ
ー
ル
と
演

舞
な
ど
が
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
石
井
理
工
学
部
長
か
ら

の
挨
拶
、
都
区
内
十
五
支
部
中
十

三
支
部
を
代
表
し
て
出
席
さ
れ
た

来
賓
を
代
表
し
て
箱
根
駅
伝
優
勝

メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
佐
藤
光
信
渋
谷

区
支
部
長
の
挨
拶
、
講
師
を
つ
と

め
た
君
原
氏
と
共
に
ボ
ス
ト
ン
ま

で
行
っ
た
中
大
源
氏
会
の
メ
ン
バ
ー

ら
の
挨
拶
な
ど
、
活
気
に
あ
ふ
れ

た
懇
親
会
で
し
た
。

　
最
後
に
惜
別
の
歌
を
合
唱
し
、

浮
田
副
支
部
長
の
閉
会
の
辞
で
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

記念品はオリジナル手拭

　中央大学校歌、惜別の歌、中大節の歌詞を染め抜い

た長尺の手拭です。希望者には１本600円（３本セット

1500円送込）で、また、記念誌は１冊1000円（送込）

で頒布していますので、事務局までご連絡ください。

記念誌はＡ４判／１２６頁
国立国会図書館で一般の閲覧に

二
十
周
年
記
念
総
会
懇
親
会

　
　
　
記
念
誌
、
記
念
品
を
配
布
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平
成
28
・
29
年
度
役
員

名
誉
会
長

　
大
久
保
治
男

会
　
長
（
支
部
長
）

　
野
口
　
曻
兵

副
会
長
（
副
支
部
長
）

　
倉
田
金
三
郎
　
浮
田
　
秀
則

　
久
代
　
信
次
　
戸
井
田
ひ
ろ
し

相
談
役

　
田
中
　
祺
益
　
土
屋
　
頼
子
　

　
飯
田
　
康
治

幹
事
長
（
事
務
局
長
）

　
松
沼
　
　
茂

副
幹
事
長

　
相
場
　
有
二
　
田
村
　
　
悟

　
鈴
木
　
雅
幸
　
染
野
　
郁
郎

監
　
事

　
大
根
田
昌
生
　
亀
谷
　
卓
夫

幹
　
事

　
浅
井
　
誠
一
　
大
野
　
雅
樹

　
大
和
田
　
實
　
小
川
　
　
祝

　
奥
野
　
光
績
　
桂
　
や
ま
と

　
菊
池
　
靖
雄
　
島
崎
　
　
修

　
竹
本
　
方
英
　
玉
井
　
三
郎

　
利
根
川
伸
行
　
松
田
　
　
茂

　
宮
崎
　
治
子
　
山
田
　
伸
吾

学
校
法
人
中
央
大
学
評
議
員

　
野
口
　
曻
兵
　
松
沼
　
　
茂

白
門
奨
学
会
評
議
員

　
松
沼
　
　
茂

中
央
大
学
商
議
員

　
大
久
保
治
男
　
田
村
　
　
悟

中
央
大
学
学
員
会
幹
事

　
相
場
　
有
二
　
松
沼
　
　
茂

学
員
会
協
議
員

　
大
久
保
治
男
　
久
代
　
信
次

　
野
口
　
曻
兵
　
田
村
　
　
悟

　
中
央
大
学
学
員
会
文
京
区
支
部

は
、
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
、
成

澤
文
京
区
長
、
深
澤
中
央
大
学
理

事
長
、
久
野
学
員
会
会
長
か
ら
の

身
に
あ
ま
る
ご
祝
辞
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
創
立
二
十
周
年
記
念
総
会
で
は

示
唆
に
富
ん
だ
君
原
健
二
氏
の
「
マ

ラ
ソ
ン
人
生
」
の
意
義
深
い
ご
講

演
、
そ
し
て
懇
親
会
で
は
折
鶴
の

　
白
門
文
京
創
立
二
十
周
年
を
祝

う
記
念
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

は
去
る
七
月
三
十
日
（
土
）
、
東

京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
約

一
〇
〇
名
の
参
加
を
得
て
無
事
終

　了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
当
日
は
母
校
中
央
大
学
の
商
議

員
総
会
と
重
な
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
大
勢
ご
来
席
下
さ
い
ま
し

た
。
総
会
・
記
念
誌
担
当
者
と
し

て
誠
に
あ
り
が
た
く
、
万
障
お
繰

女
将
の
三
味
線
と
小
唄
、
中
央
大

学
応
援
団
長
及
び
Ｏ
Ｂ
の
エ
ー
ル

に
よ
る
応
援
歌
と
中
大
節
、
石
井

理
工
学
部
長
ほ
か
ご
来
賓
の
ご
祝

辞
と
、
本
当
に
参
加
者
全
員
の
心

が
一
つ
に
な
る
記
念
す
べ
き
行
事

　と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
中
央
大
学
中
長
期
計
画

に
基
づ
く
、
後
楽
園
校
舎
へ
の
法

律
系
学
部
の
移
転
、
新
学
部
の
設

置
等
中
央
大
学
の
大
改
革
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
二

十
周
年
を
迎
え
た
文
京
区
支
部
は
、

こ
れ
か
ら
の
二
十
年
を
い
か
に
す

べ
き
か
に
思
い
を
致
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
第
一
に
母
校
愛
、
第
二
に
互
い

に
信
頼
と
親
睦
、
第
三
に
会
員
同

士
の
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
は

じ
め
と
す
る
交
流
、
第
四
に
他
支

部
と
の
積
極
的
な
文
化
交
流
、
第

五
に
新
規
会
員
の
増
強
、
第
六
に

会
員
と
家
族
参
加
の
催
し
、
第

七
に
文
京
区
役
所
、
文
京
区
教

育
委
員
会
、
文
京
区
商
工
会
議

所
等
々
と
一
緒
に
な
り
、
文
京

区
内
の
小
・
中
・
高
校
、
大
学
、

専
門
学
校
等
の
運
動
・
文
化
祭
、

文
化
講
演
等
を
定
期
的
に
催
し
、

特
に
本
年
度
は
上
記
案
の
中
よ
り
、

会
員
同
士
の
協
議
の
う
え
開
催

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
十
周
年
を
機
に
、
こ
れ
か

ら
も
中
央
大
学
学
員
会
文
京
区

支
部
の
会
員
で
あ
る
こ
と
の
喜

び
を
共
に
感
じ
、
後
輩
達
に
背

中
を
見
せ
ら
れ
る
文
京
区
白
門

会
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

り
合
わ
せ
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
二
十
周
年
記
念
誌
は
、

関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

総
会
当
日
の
配
布
に
間
に
合
わ
せ

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
重
ね
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
出
来
栄

え
に
つ
い
て
は
、
申
し
上
げ
る
立

場
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
二
十
年

の
歩
み
」
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
・

内
容
を
心
掛
け
た
つ
も
り
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
総
会
当
日
ま

で
に
発
行
す
る
日
程
で
は
、
五
月
、

六
月
の
二
か
月
間
で
企
画
・
資
料

収
集
・
原
稿
執
筆
と
原
稿
依
頼
、

さ
ら
に
そ
れ
の
編
集
す
べ
て
を
こ

な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
文
字
ど

お
り
時
間
と
の
戦
い
で
も
あ
り
ま

し
た
。
二
十
年
前
ま
で
遡
っ
て
の

行
事
メ
モ
や
写
真
等
の
調
査
を
行

い
、
欠
落
し
て
い
る
も
の
を
揃
え

る
た
め
に
茨
城
の
倉
庫
に
何
度
も

往
復
し
て
、
漸
く
年
表
や
年
代
ご

と
に
仕
分
け
し
た
写
真
頁
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
誤

字
・
脱
字
、
変
換
ミ
ス
等
は
、
素

人
編
集
に
免
じ
て
ご
容
赦
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
こ
の
記
念
誌
は
白
門
文
京
の
二

十
年
間
の
記
録
を
集
大
成
し
て
い

ま
す
が
、
内
容
の
一
部
だ
け
で
も

必
要
に
応
じ
て
参
照
、
活
用
し
て

い
た
だ
く
機
会
が
あ
る
な
ら
ば
、

ぜ
ひ
有
効
利
用
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
記
念
誌
『
文
京
白
門
20
年
の
歩

み
』
の
発
行
に
際
し
、
広
告
掲
載
、

寄
付
、
寄
稿
、
資
料
提
供
等
で
多

く
の
方
々
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
協
賛

者
名
は
四
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
）

こ
れ
か
ら
の
20
年
に
向
け
て

　
　
　
　
支
部
長
　
野
口
　
曻
兵

20
周
年
記
念
総
会
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
幹
事
長
　
松
沼
　 

茂
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私
は
高
卒
で
八
幡
製
鉄
に
入
社

し
た
が
、
同
僚
に
は
中
大
卒
の
ス

ポ
ー
ツ
選
手
が
沢
山
い
た
の
で
、

中
大
に
は
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
。

　　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
原
点
で
あ
る

古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
ペ
ス
ト

の
流
行
や
戦
争
の
中
、
平
和
を
求

め
る
声
の
強
か
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
で
、

紀
元
前
七
七
六
年
に
第
一
回
大
会

が
開
か
れ
た
。
第
一
回
か
ら
十
三

回
ま
で
は
、
約
二
〇
〇
ｍ
の
競
走

一
種
目
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
後
競

技
種
目
は
ふ
や
さ
れ
、
五
種
競
技

の
優
勝
者
は
最
も
称
賛
さ
れ
た
。

優
勝
者
に
は
オ
リ
ー
ブ
の
冠
が
与

え
ら
れ
た
。
大
変
栄
え
た
古
代
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
っ
た
が
、
ロ
ー
マ

帝
国
の
支
配
勢
力
が
強
く
な
り
、

紀
元
三
九
三
年
の
第
二
九
三
回
を

も
っ
て
中
止
さ
れ
た
。

　
中
央
大
学
が
創
設
さ
れ
た
九
年

後
の
一
八
九
四
年
、
パ
リ
で
国
際

会
議
が
開
か
れ
、
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
し
て
復
活
し
た
。
一
八
九
六

年
の
第
一
回
か
ら
マ
ラ
ソ
ン
種
目

は
あ
る
が
、
第
四
回
の
ロ
ン
ド
ン

大
会
か
ら
四
二
・
一
九
五
㎞
と
な
っ

た
。
嘉
納
治
五
郎
は
、
生
涯
マ
ラ

ソ
ン
の
普
及
に
尽
力
し
、
日
本
体

育
協
会
を
作
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
予
選
会
を
開
い
た
。
日
本
は
第

五
回
大
会
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

参
加
し
て
い
る
。
東
京
遷
都
五
十

年
記
念
と
し
て
最
初
の
駅
伝
大
会

が
開
か
れ
、
三
年
後
に
第
一
回
の

箱
根
駅
伝
が
実
施
さ
れ
た
。

　
私
は
七
十
五
年
の
人
生
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
を
三
回
経
験

し
て
い
る
。
マ
ラ
ソ
ン
は
運
動
能

力
の
優
れ
た
人
だ
け
の
た
め
に
あ

る
の
で
は
な
い
。
見
て
楽
し
む
ス

ポ
ー
ツ
で
も
あ
る
。
見
て
や
る
こ

と
に
よ
り
明
る
い
人
生
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
。
小
学
校
時
代
は
運

動
会
で
一
度
も
一
等
賞
を
取
っ
た

こ
と
が
な
い
が
、
中
学
三
年
の
時
、

駅
伝
で
最
後
の
選
手
に
選
ば
れ
た
。

何
も
目
標
が
な
か
っ
た
が
、
練
習

し
な
が
ら
主
体
的
に
考
え
解
決
す

る
能
力
が
つ
き
、
生
き
る
力
を
得

て
競
技
能
力
も
高
ま
っ
た
。

　
一
流
選
手
を
目
指
し
て
努
力
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、

八
幡
製
鉄
で
駅
伝
を
走
り
大
き
な

達
成
感
を
え
た
。
五
十
四
年
前
の

就
職
二
年
目
に
秋
田
国
体
で
初
め

て
円
谷
選
手
と
走
り
、
入
賞
し
た
。

そ
れ
ま
で
実
現
し
や
す
い
小
さ
な

目
標
し
か
持
て
な
か
っ
た
が
、
大

き
な
実
績
に
よ
り
大
変
大
き
な
目

標
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　
昭
和
三
十
九
年
四
月
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
の
最
終
選

考
で
は
、
私
が
一
位
で
円
谷
さ
ん

が
二
位
だ
っ
た
。
十
月
十
日
の
入

場
行
進
は
本
当
に
感
動
し
、
自
分

だ
け
遅
れ
て
行
進
し
て
い
た
。
こ

の
時
、
私
は
八
位
で
円
谷
さ
ん
は

銅
メ
ダ
ル
だ
っ
た
が
、
金
メ
ダ
ル

を
上
回
る
評
価
を
得
て
い
た
。

　
次
回
の
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
高
地
で
、
私
が
結
婚
し
た
翌

年
の
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
が
選
考

会
だ
っ
た
。
良
き
指
導
者
に
巡
り

合
い
、
精
神
面
の
強
化
と
健
康
の

基
本
を
身
に
つ
け
る
場
だ
っ
た
。

ボ
ス
ト
ン
で
は
優
勝
し
、
メ
キ
シ

コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ボ
ス
ト
ン
優
勝
か
ら
五
十
年
後

の
今
年
四
月
、
招
待
さ
れ
て
第
七

十
四
回
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
に
参

加
し
た
。
日
本
か
ら
家
族
、
友
人

ら
三
十
名
も
の
応
援
団
に
来
て
い

た
だ
い
た
。
ひ
と
月
に
五
〇
㎞
く

ら
い
し
か
走
れ
な
か
っ
た
の
で
、

完
走
で
き
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ

う
と
不
安
を
抱
き
な
が
ら
走
っ
た

が
、
幸
い
完
走
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
体
力
的
に
は
限
界
に

近
付
い
て
い
る
。

　
私
の
マ
ラ
ソ
ン
人
生
に
お
け
る

経
験
か
ら
、
常
に
夢
・
目
標
・
希

望
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ

と
思
う
。

　
中
央
大
学
学
員
会
文
京
区
支
部

は
二
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
一
層

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

私
は
来
年
の
第
七
十
五
回
ボ
ス
ト

ン
マ
ラ
ソ
ン
に
も
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
方
々
に
寄
稿
、
広
告
掲
載
、

寄
付
金
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
紙
面
を
も
っ
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

久
野
修
慈
　
大
久
保
治
男
　
土
屋

頼
子
　
宮
崎
治
子
　
相
場
有
二
　

大
野
雅
樹
　
久
代
信
次
　
宇
田
川

濱
江
　
奥
野
光
績
　
桂
や
ま
と
　

松
田
茂
　
竹
本
方
英
　
野
口
曻
兵

島
崎
修
　
田
中
祺
益
　
倉
田
金
三

郎
　
浮
田
秀
則
　
亀
谷
卓
夫
　
酒

井
廣
延
　
門
下
泰
成
　
野
尻
治
子

石
沢
申
吉
　
玉
井
三
郎
　
大
和
田

實
　
山
縣
祐
吉
　
森
田
英
明
　
大

根
田
昌
生
　
石
川
善
次
郎
　
高
松

常
太
郎
　
杉
原
尚
　
鈴
木
雅
幸
　

蓮
池
薫
　
小
川
祝
　
田
村
悟
　
染

野
郁
郎
　
利
根
川
信
行
　
浅
井
誠

一
　
加
藤
康
人
　
戸
井
田
ひ
ろ
し

飯
田
康
治
　
菊
池
靖
雄
　
松
沼
茂

・
松
し
ん
　
塩
水
港
精
糖
株
式
会

社
　
㈱
パ
ー
ル
エ
ー
ス
　
東
京
ド
ー

ム
ホ
テ
ル
　
㈱
大
創
産
業
・
矢
野

博
丈
　
八
丈
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
　
㈱

喜
代
村
・
木
村
清
　
第
一
ホ
テ
ル

サ
ー
ビ
ス
㈱
・
岸
野
順
治
　
池
袋

折
鶴
　
彦
根
埋
木
舎
　
中
央
法
律

専
門
学
校
　
東
京
心
理
音
楽
療
法

福
祉
専
門
学
校
　
全
国
学
生
協
会

東
京
フ
ー
ド
製
菓
中
医
薬
専
門
学

校
　
銀
座
四
季
旬
菜
か
ん

君
原 

健
二
氏 

講
演

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

　
　
私
の
マ
ラ
ソ
ン
人
生
」(

要
旨)

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史

私
の
マ
ラ
ソ
ン
人
生

記
念
誌
へ
の
ご
協
力
に
感
謝

円谷幸吉メモリアルマラソン

2015.10.18
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陸
上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

競
技
部

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｏ
Ｂ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

飯
塚
翔

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
選
手

が
、
８
月
の
リ
オ
五
輪
に
お
い
て

２
０
０
ｍ
と
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
に

出
場
し
、
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
に
お

い
て
第
２
走
者
を
走
り
、
見
事
銀

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
私
は
飯
塚
選
手
の
サ
ポ
ー

ト
役
と
し
て
、
リ
オ
に
帯
同
さ
せ

　
中
央
大
学
の
前
身
英
吉
利
法
律

学
校
の
創
立
者
は
、
錚
々
た
る
東

大
教
授
や
代
言
人
達
で
あ
る
が
、

全
員
が
東
大
法
学
部
卒
業
生
で
あ

る
。
（
以
下
敬
称
略
）

　
初
代
校
長
、
東
京
法
学
院
初
代

院
長
・
増
島
六
一
郎
は
イ
ギ
リ
ス

の
ミ
ド
ル
テ
ン
プ
ル
も
卒
業
し
、

代
言
人
（
弁
護
士
）
と
し
て
英
法

的
市
民
法
重
視
の
先
駆
者
で
あ
る

が
、
彦
根
藩
校
・
弘
道
館
で
も
学

び
、
増
島
家
は
彦
根
藩
弓
道
師
範

二
〇
〇
石
の
武
士
で
あ
る
。
そ
れ

が
旧
彦
根
藩
重
役
の
子
孫
た
る
私

の
中
大
を
愛
す
る
所
以
で
も
あ
る
。

因
み
に
専
修
大
創
立
者
・
相
馬
永

二
度
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
し
た
。

ま
ず
個
人
種
目
の
２
０
０
ｍ
で
は
、

決
勝
進
出
と
い
う
目
標
を
立
て
て

挑
ん
だ
予
選
の
レ
ー
ス
。
結
果
は
、

ま
さ
か
の
予
選
落
ち
。
世
界
と
の

レ
ベ
ル
の
差
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た

レ
ー
ス
で
し
た
。

 

し
か
し
、
２
日
後
の
４
０
０
ｍ

リ
レ
ー
予
選
で
は
、
飯
塚
選
手
は

日
本
チ
ー
ム
の
第
２
走
者
と
し
て

出
場
。
し
っ
か
り
気
持
ち
を
切
り

替
え
、
本
来
の
走
り
を
取
り
戻
し
、

予
選
か
ら
ア
ジ
ア
記
録
と
な
る

3
7
秒
6
8
を
マ
ー
ク
し
、
決
勝

進
出
に
貢
献
が
で
き
ま
し
た
。

 

そ
の
翌
日
、
日
本
中
が
注
目
し

た
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
決
勝
。
バ
ト

十
五
回
卒
。
（
明
治
三
十
九
年
）

②
穂
積
陳
重
（
東
大
法
学
部
長
、

枢
密
院
議
長
）
の
子
、
重
遠
（
東

大
教
授
）
は
十
回
卒
（
明
治
三
十

四
年
）
。
そ
し
て
孫
、
忠
夫
は
六

十
回
卒
（
昭
和
二
十
七
年
）
で
あ

る
。
二
代
続
い
て
付
属
で
あ
る
。

③
元
田
肇
（
代
言
人
、
逓
信
と
鉄

道
大
臣
、
衆
議
院
議
長
）
の
孫
、

元
田
漠
は
六
十
一
回
卒
（
昭
和
二

ン
パ
ス
で
危
な
い
場
面
が
あ
り
ま

し
た
が
、
日
本
チ
ー
ム
は
見
事
ア

メ
リ
カ
チ
ー
ム
を
抑
え
て
、
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
。
こ
の
結
果
は
、
日

本
短
距
離
に
と
っ
て
画
期
的
な
も

の
で
あ
り
、
日
本
人
の
ス
プ
リ
ン

ト
力
が
世
界
に
も
通
用
す
る
こ
と

の
証
明
に
な
っ
た
の
で
は
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
飯
塚
選
手
も
強
豪

相
手
に
よ
く
走
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
二
〇
一
六
年
リ
オ
五
輪
が
終
わ

り
ま
し
た
。
次
回
二
〇
二
〇
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、

５
年
後
の
飯
塚
選
手
は
二
十
九
歳
、

ま
だ
ま
だ
十
分
に
戦
え
る
年
齢
で

す
。
飯
塚
選
手
自
身
も
、
個
人
種

目
で
は
２
０
０
ｍ
で
決
勝
進
出
、

十
八
年
）
。
私
と
同
期
で
当
時
元

田
の
自
宅
は
現
在
の
「
茗
荷
谷
駅
」

の
辺
り
。
当
時
は
付
属
の
連
中
の

自
宅
は
多
く
が
文
京
区
内
で
あ
っ

た
。
④
土
方
寧
（
東
大
教
授
、
貴
族
院

議
員
）
の
孫
の
土
方
透
は
八
十
三

回
卒
（
昭
和
五
十
年
）
で
、
中
大

法
学
部
・
大
学
院
卒
で
か
つ
私
と

同
じ
法
学
会
研
究
室
の
委
員
長
も

や
り
、
現
在
は
聖
学
院
大
学
の
教

授
で
あ
る
。

　
中
大
創
立
者
の
子
孫
の
内
五
人

も
が
私
の
小
中
高
の
同
窓
（
桐
蔭

会
）
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
五
人

共
お
会
い
も
し
親
し
い
同
期
・
後

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
は
「
金
メ
ダ

ル
」
と
い
う
目
標
を
す
で
に
掲
げ

て
お
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
再
開

し
て
い
ま
す
。

　
中
央
大
学
学
員
の
皆
様
、
ど
う

ぞ
引
き
続
き
、
ご
支
援
、
ご
指
導

の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
（
平
成
８
年
法
学
部
卒
）

輩
も
い
て
不
思
議
な
縁
を
感
じ
る

の
で
あ
る
。

　
母
校
「
付
属
」
は
明
治
五
年
（
一

八
七
二
）
神
田
昌
平
黌
跡
に
創
設

さ
れ
た
師
範
学
校
（
明
治
十
九
年

よ
り
高
等
師
範
学
校
）
の
実
習
の

為
の
付
属
小
学
校
と
し
て
設
置
さ

れ
た
文
部
省
の
官
立
学
校
で
あ
る
。

宮
内
省
・
官
立
の
華
族
学
校
「
学

習
院
」
と
対
比
さ
れ
、
市
民
社
会

の
リ
ー
ダ
ー
的
家
族
の
子
弟
が
多

く
入
学
す
る
「
高
師
付
属
」
と
し

て
有
名
で
あ
っ
た
。

　
中
大
創
立
者
の
家
庭
の
子
弟
も

「
高
師
付
属
」
に
入
学
す
る
ケ
ー

ス
も
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
は
日
本
と
の

時
差
十
二
時
間
、
そ
し
て
季
節
も

真
逆
の
「
冬
」
と
い
う
状
況
の
中
、

日
本
人
に
と
っ
て
は
体
調
管
理
が

と
て
も
難
し
い
国
で
あ
り
、
さ
ら

に
事
前
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
等
に
も

あ
り
ま
し
た
が
、
ジ
カ
熱
や
治
安

の
悪
さ
と
い
っ
た
不
安
要
素
も
あ

っ
た
大
会
で
し
た
。

　
飯
塚
選
手
は
、
二
〇
一
二
年
の

ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
続
き
、
今
回
は

胤
も
旧
彦
根
藩
士
で
あ
る
。

　
最
近
私
は
小
中
高
の
母
校
で
あ

る
東
京
高
等
師
範
↓
東
京
教
育
大

学
↓
筑
波
大
学
の
付
属
小
中
高
の

同
窓
会
名
簿
を
見
て
い
て
驚
い
た
。

主
な
中
大
創
立
者
五
人
の
内
、
何

と
そ
の
子
孫
五
人
も
が
付
属
で
あ
っ

た
。
①
奥
田
義
人
（
文
部
と
司
法
大
臣
、

中
大
学
長
）
の
子
・
奥
田
剛
郎
は

飯
塚
翔
太
選
手
（
平
成
26
年
卒
）

　
　
リ
オ
五
輪
で
銀
メ
ダ
ル
獲
得
！

　
　
　
　
中
央
大
学
陸
上
競
技
部
コ
ー
チ 

豊
田
　
裕
浩

中
大
創
立
者
達
の
子
孫
と
東
京
高
等

師
範
学
校
（
現
筑
波
大
）
付
属
で
同
窓

　
　
　
　
　
三
代
目
支
部
長

　
大
久
保
　
治
男

右から2人目が飯塚翔太選手
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今
年
の
さ
く
ら
会
は
数
年
ぶ
り

に
水
戸
黄
門
の
小
石
川
後
楽
園
。

三
月
二
十
七
日
の
当
日
は
、
満
開

に
ほ
ど
遠
い
一
分
咲
き
。
だ
が
さ

く
ら
を
愛
で
る
善
男
善
女
が
ど
っ

と
押
し
寄
せ
、
発
券
所
は
長
蛇
の

賑
わ
い
…
。

　
白
門
文
京
さ
く
ら
組
は
「
文
京

の
ぼ
り
」
に
大
集
合
。
ガ
イ
ド
さ

ん
と
共
に
園
遊
の
旅
へ
。

　
平
成
の
都
心
に
深
山
幽
谷
・
木

曽
街
道
・
び
わ
湖
・
中
国
の
西
湖
・

清
水
舞
台
・
滝
あ
り
、
田
ん
ぼ
あ

り
等
々
…
、
さ
す
が
御
三
家
大
大

名
感
服
す
。
ガ
イ
ド
さ
ん
は
我
が

白
門
団
体
を
気
遣
っ
て
か
、
「
中

大
理
工
学
部
は
後
楽
園
庭
園
の
最

高
地
に
立
つ
」
と
周
り
の
さ
く
ら

人
へ
も
複
数
回
力
説
、
又
、
参
加

者
の
年
齢
を
お
も
ん
ば
か
っ
て
か
、

宴
会
間
際
ま
で
ゆ
っ
く
り
行
脚
で

園
内
一
周
。
ガ
イ
ド
さ
ん
に
感
謝
。

　
続
い
て
の
花
よ
り
団
子
会
は
、

園
内
涵
徳
亭
で
、
三
分
咲
き
の
名

木
し
だ
れ
桜
・
築
山
の
小
鷹
山
が

ガ
ラ
ス
越
し
に
我
々
を
歓
迎
。
又

大
久
保
治
男
元
会
長
の
特
別
講
演
、

杉
原
氏
の
即
興
詩
、
倉
田
氏
の
小

唄
・
端
唄
等
々
で
心
も
満
開
。
花

よ
り
団
子
会
に
ふ
さ
わ
し
い
出
し

物
で
座
も
最
高
潮
に
。
二
十
名
の

紳
士
淑
女
は
有
志
提
供
の
み
や
げ

品
と
共
に
楽
し
く
散
会
し
た
。

　
　
（
文
京
区
の
花
咲
爺
さ
ん
）

　
　
　
　
　

　
白
門
文
京
恒
例
の
大
井
競
馬
場

納
涼
ビ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
と
は
、
大

井
競
馬
場
馬
主
専
用
の
貴
賓
室
で
、

「
レ
ー
ス
と
競
馬
場
の
そ
よ
風
・

夜
景
を
つ
ま
み
に
ビ
ー
ル
を
楽
し

み
つ
つ
、
ウ
マ
ク
行
け
ば
万
馬
券

を
連
続
ゲ
ッ
ト
し
、
銀
座
三
ツ
星

店
で
豪
遊
？
」
と
い
さ
さ
か
字
余

り
で
虫
の
よ
い
企
画
だ
。

　
昨
年
は
場
内
改
修
工
事
で
休
止

し
た
が
、
二
年
ぶ
り
の
今
年
は
九

月
二
十
一
日
（
水
）
夜
開
催
、
紳

士
淑
女
二
十
五
名
が
参
集
し
た
。

　
開
始
早
々
、
会
友
が
大
穴
を
ゲ

ッ
ト
、
支
部
に
万
札
の
差
し
入
れ

に
歓
声
。
三
ツ
星
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
た
が
、
そ
の
後
は
派
手
な
展

開
が
見
ら
れ
ず
。
今
回
も
銀
座
で

の
豪
遊
に
は
至
ら
ず
、
午
後
八
時

過
ぎ
、
有
志
差
し
入
れ
の
お
土
産

を
手
に
楽
し
く
散
会
し
た
。

　
物
品
提
供
者
＝
芳
誠
流
通
グ
ル
ー

プ
（
高
級
酒
・
フ
ル
ー
ツ
類
）
、

原
島
氏
（
配
当
金
）
、
松
し
ん
（
お

つ
ま
み
・
江
戸
小
物
）

　　
白
門
文
京
は
そ
の
年
の
厄
払
い

を
兼
ね
て
忘
年
会
を
毎
年
行
っ
て

い
る
。
会
場
は
昨
年
に
続
い
て
、

東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
の
バ
イ
キ
ン

グ
・
リ
ラ
ッ
サ
だ
。
同
ホ
テ
ル
が

文
京
区
支
部
副
支
部
長
の
久
代
氏

が
社
長
を
務
め
る
（
平
成
二
十
八

年
四
月
よ
り
会
長
）
東
京
ド
ー
ム

の
子
会
社
と
の
関
係
も
あ
る
が
、

本
音
は
ホ
テ
ル
が
開
催
中
の
「
北

海
道
フ
ヱ
ァ
・
カ
ニ
食
べ
放
題
」

が
白
門
文
京
の
胃
袋
を
つ
か
ん
で

放
さ
な
い
。
十
二
月
九
日
、
ひ
つ

じ
年
忘
年
会
は
、
二
十
七
年
度
司

法
試
験
ト
ッ
プ
獲
得
、
法
学
部
の

後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
構

想
、
箱
根
駅
伝
予
選
通
過
等
の
話

題
を
バ
イ
キ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
に
加

え
、
カ
ニ
放
題
を
堪
能
し
た
。

　　
文
京
区
は
坂
の
町
で
知
ら
れ
る

が
、
わ
が
町
本
郷
は
、
坂
に
加
え

て
文
人
の
町
で
も
あ
る
。

　
明
治
よ
り
多
く
の
文
人
が
住
み
、

数
多
く
の
作
品
を
生
み
つ
つ
日
本

文
壇
の
歴
史
を
築
い
て
き
た
。
宮

沢
賢
治
、
石
川
啄
木
、
坪
内
逍
遥

等
の
男
性
に
ま
じ
り
、
二
〇
〇
四

年
よ
り
五
千
円
札
に
登
場
し
た
樋

口
一
葉
も
本
郷
の
住
人
で
し
た
。

一
葉
の
父
は
彼
女
の
非
凡
な
才
能

を
認
め
和
歌
を
習
わ
せ
た
り
し
た

が
、
借
金
を
残
し
て
没
し
た
為
、

若
く
し
て
家
計
を
助
け
る
羽
目
に

な
っ
た
。
し
か
し
貧
困
生
活
の
中

で
「
に
ご
り
え
」
、
「
た
け
く
ら

べ
」
。
「
十
三
夜
」
の
名
作
を
手

掛
け
つ
つ
、
明
治
二
十
九
年
、
二

十
四
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ

た
…
…
。

　
一
葉
の
住
ん
だ
町
菊
坂
、
彼
女

の
使
っ
た
共
同
井
戸
は
今
で
も
そ

の
佇
ま
い
を
残
し
、
遠
方
か
ら
の

来
訪
者
も
多
い
。
尚
、
一
葉
が
通
っ

た
地
元
の
「
伊
勢
屋
質
店
」
は
数

年
前
売
り
に
出
さ
れ
、
一
時
は
解

体
の
危
機
に
あ
っ
た
が
、
文
京
区

の
支
援
を
元
に
、
区
内
の
跡
見
学

園
大
学
が
所
有
し
、
一
般
開
放
を

含
め
て
公
共
の
為
に
管
理
運
営
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
地
元
本
郷
の

住
民
は
も
と
よ
り
、
全
国
の
一
葉
・

文
学
フ
ァ
ン
は
ホ
ッ
と
し
て
い
る
。

　
　
（
地
元
住
民 

松
沼
　
茂
）

さ
く
ら
会
報
告

大
井
競
馬
ビ
ー
ル

わ
が
町
文
京

白
門
文
京
忘
年
会

ナ
イ
タ
ー
報
告

園内より後楽園キャンパスを望む

大井競馬場貴賓室テラスにて

カニ放題でご機嫌の婦人達

本郷菊坂・伊勢屋質店

一
葉
ゆ
か
り
の
伊
勢
屋
質
店
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会
員
募
集

　
文
京
区
支
部
で
は
新
し
い
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
中
央
大
学
を
卒
業
さ
れ
区
内

に
住
居
ま
た
は
仕
事
場
や
、
稽

古
場
等
が
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

年
会
費
三
千
円
（
入
会
金
無
料
）

 

連
絡
先
＝
事
務
局

　
　
　 

松
し
ん
内
　
松
沼
茂

　
電
　
話(

３
８
１
４)

７
０
５
９

　
Ｆ
Ａ
Ｘ(

３
８
１
４)

０
５
８
３

　E-mail:shigeru@matsu-shin.jp

 
会
費
振
込
先
　
郵
便
振
替

　
○
○
一
六
○-

三-

五
八
一
七
七
五　

　
　
　
　
白
門
会
　
文
京
支
部

　
白
門
文
京
五
回
目
の
昨
年
の
旅

行
会
、
タ
イ
ト
ル
は
「
金
沢
修
学

の
旅
」
。

　
開
通
間
も
な
い
北
陸
新
幹
線
初

乗
り
で
金
沢
へ
―
、
夜
は
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
の
夕
べ
が
主
た
る
目
的
だ
か

ら
正
確
に
は
遊
学
の
旅
だ
。

　
参
加
者
は
東
京
か
ら
野
口
会
長

組
六
名
、
彦
根
か
ら
大
久
保
夫
妻

が
合
流
し
計
八
名
の
旧
学
生
が
金

沢
駅
で
合
流
。
上
野
よ
り
二
時
間

半
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
金
沢
着
。

十
一
月
八
日
（
日
）
は
秋
の
旅
行

シ
ー
ズ
ン
ま
っ
只
中
と
は
言
え
、

金
沢
駅
は
旅
行
客
で
あ
ふ
れ
、
街

は
千
客
万
来
・
店
は
商
売
繁
盛
の

様
子
だ
。
我
ら
八
人
の
旅
人
は
旧

修
学
旅
行
生
よ
ろ
し
く
、
観
光
バ

ス
で
兼
六
園
や
東
茶
屋
街
・
武
家

屋
敷
を
散
策
し
て
後
、
観
光
会
社

予
約
の
ホ
テ
ル
へ
。

　
ホ
テ
ル
は
話
題
の
ア
パ
ホ
テ
ル
。

同
ホ
テ
ル
の
元
谷
拓
専
務
は
中
大

平
成
十
年
経
卒
、
先
輩
の
投
宿
と

い
う
事
で
ホ
テ
ル
よ
り
お
み
や
げ

を
頂
い
た
。
当
然
の
事
な
が
ら
夜

は
カ
ニ
三
昧
コ
ー
ス
。
翌
日
は
人

ヒ
ト
、
ひ
と
で
あ
ふ
れ
る
忍
者
寺

（
妙
立
寺
）
・
近
江
町
市
場
の
散

策
等
を
経
て
、
年
老
い
た
修
学
旅

行
は
無
事
に
終
了
し
た
。

　
　
　

　
母
校
の
学
員
祭
で
あ
る
中
央
大

学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
白
門

文
京
は
平
成
八
年
設
立
以
来
、
名

刺
広
告
協
賛
や
景
品
提
供
を
手
土

産
に
毎
年
参
加
し
て
い
る
。

　
二
十
四
回
目
を
迎
え
た
平
成
二

十
七
年
も
十
数
名
で
参
加
し
、
広

大
な
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
賑
わ
い

に
一
役
買
っ
て
い
た
。
そ
の
功
績

に
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
「
福
引
の
神
」

の
ご
神
配
？
か
、
お
楽
し
み
福
引

抽
選
会
で
は
、
毎
年
豪
華
景
品
を

ゲ
ッ
ト
。
第
二
十
三
回
の
平
成
二

十
六
年
は
、
田
中
元
会
長
と
野
口

会
長
が
特
賞
の
大
当
り
で
、
共
に

特
設
ス
テ
ー
ジ
上
で
景
品
を
受
領

し
た
。

　
そ
し
て
今
回
も
ま
さ
か
の
再
現
、

ま
ず
相
場
副
幹
事
長
が
、
深
澤
理

事
長
提
供
の
高
級
腕
時
計
を
ゲ
ッ

ト
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
前
の
あ
ち
こ

ち
の
歓
声
と
共
に
抽
選
は
進
み
、

最
後
の
豪
華
景
品
で
、
凸
版
印
刷
・

足
立
会
長
提
供
の
大
型
テ
レ
ビ
は
、

何
と
松
沼
幹
事
長
が
引
き
当
て
て

し
ま
っ
た
。
強
運
の
白
門
文
京
万

歳
！
　
　
　
　
　
　

　　
学
生
ス
ポ
ー
ツ
の
花
形
と
い
え

ば
春
・
秋
行
わ
れ
る
神
宮
球
場
・

東
都
大
学
野
球
と
正
月
恒
例
の
箱

根
駅
伝
だ
。
か
つ
て
母
校
は
そ
れ

ぞ
れ
に
王
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

も
遠
い
昔
の
事
で
、
今
、
神
宮
も

箱
根
も
消
滅
の
危
機
に
あ
る
。

　
そ
れ
で
も
中
大
出
の
阿
部
・
亀

井
・
沢
村
が
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
レ

ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
な
ん
と
か
頑
張
っ

て
い
る
が
、
箱
根
に
至
っ
て
は
こ

こ
数
年
、
立
川
で
辛
う
じ
て
の
予

選
通
過
だ
。
母
校
五
〇
万
の
学
員

は
、
祝
新
年
に
は
程
遠
い
胃
潰
瘍

の
正
月
が
続
い
て
い
る
。

　
甦
れ
　
中
央
大
学
　
頼
む
ぞ

中
大
ス
ポ
ー
ツ
担
当
大
臣
。
頼
む

ぞ
　
箱
根
駅
伝
・
藤
原
監
督
。

○
第
25
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　
10
月
23
日
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

○
�忘
年
会

　
12
月
上
旬
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル

○
�箱
根
駅
伝
の
応
援

　
正
月
2
日
3
日
　
　
　

金
沢
修
学
の
旅

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

白
門
文
京
大
当
り

が
ん
ば
れ
！
神
宮

ガ
ン
バ
レ
！
箱
根

こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事
予
定
一区で力走する町澤選手

豪華商品ゲットの白門文京

兼六園の遊学旅行生



駒
沢
大
学
名
誉
教
授

武
蔵
野
学
院
大
学
名
誉
学
長

白
門
文
京

名
誉
会
長

大
久
保
　

治
男

本
宅
　
彦
根
城
内
井
伊
直
弼
学
問
所
「埋
木
舎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

国
特
別
史
跡)
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｜
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自
宅
　
〒

東
京
都
文
京
区
千
石
二
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一
六
―
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
○
三
（
三
九
四
一
）
八
○
四
四

　

音
羽
印
刷
株
式
会
社

本

社

〒
113
｜

0033

東
京
都
文
京
区
本
郷
一
―
三
○
―
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
三
（
五
六
八
九
）
五
二
五
一
㈹

監
査
役

土 

屋 

頼 

子

株
式
会
社
　
東
京
ド
ー
ム

代
表
取
締
役

会
　
　  

長

久 

代 

信 

次

東 

京 

都 

文 

京 

区 

後 

楽 

一 

丁 

目 

三 

番

電
話
○
三
（
三
八
一
一
）
二
一
一
一
番
（
大
代
表
）

〒112-8575

代
表
取
締
役

亀 

谷 

卓 

夫

関
東
電
気
自
主
検
査
協
会

株
式
会
社

112
｜
0011

本
　
社
　
〒

東
京
都
文
京
区
千
石
四
―
一
四
―
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
○
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（三
九
四
六
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四
六
三
二
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Ｆ
Ａ
Ｘ
　
○
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（三
九
四
六
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四
八
八
三
　

東
京
都
知
事
免
許
（
　
）
第
一
八
九
三
七
号

公
益
社
団
法
人 

東
京
都
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
会
員

13

本
社 

〒

支
店 

〒

東
京
都
文
京
区
本
駒
込
二
丁
目
一
番
八
号

東
京
都
豊
島
区
駒
込
二
丁
目
十
五
番
八
号

電
話

　
代
表(

三
九
一
八)

五
四
五
一
番

113
｜

0021

170
｜

0003

Ｊ
　
Ｒ

　
駒
　
込
　
駅
　
東
　
口

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
三
九
一
○
―
五
一
五
一

代
表
取
締
役

　
奥 
野 
光 
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税
理
士

松 
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茂

松
田
茂
税
理
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事
務
所

〒
114
｜
0001

東
京
都
北
区
東
十
条
四
―
五
―
一
四

　
　
　
キ
ャ
ピ
タ
ル
ラ
イ
フ
東
十
条
一
○
四
号
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
○
三 
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一
九
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八
八
四
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Ｆ
Ａ
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○
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九
一
九
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六
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四
八

メ
ー
ル
　m

atsu
d
a@
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b
.att.n
e.jp

税
務
相
談
・
経
理
相
談

経
営
相
談
・
税
務
申
告

東 

京 

都 

豊
島
区
巣
鴨
一
―
二
―
二
三

電
話
○
三
（
五
九
八
一
）
九
四
八
二
番

〒170-0002

倉
田 

金
三
郎

学
校
法
人

　
中
央
育
英
学
園

学
校
法
人

　
東
京
育
英
学
園

理
事
長
・学
園
長
　

野
口
　
曻
兵

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
二
―
一
―
六

電
話
　
○
三
―
五
九
九
六
―
一
九
三
一

w
w
w
.ik
u
e
ig
a
k
u
e
n
.a
c
.jp
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東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
―
七
―
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　    

松
山
ビ
ル
三
階

電
　
話(

○
三)

五
三
一
二
―
七
二
二
七(

代)

Ｆ
Ａ
Ｘ(

○
三)

五
三
一
二
―
七
二
二
八

四
谷
タ
ウ
ン
総
合
法
律
事
務
所

弁
護
士   

大 

野 

雅 

樹

〒
160-

0004

専務取締役

田 村  悟
TEL 090-5583-9663
FAX 0267-32-2612
〒385-0021 
長野県佐久市長土呂1690-9
E-mail:ta-ankra.ya3to621ko@crest.ocn.ne.jp

株式会社

佐久事務所

　学 員 会　常任幹事
　年次支部協議会　代表幹事
　白門45会　支 部 長

相場有二税理士事務所

　所長　相 場 有 二

〒113-0033
東京都文京区本郷四丁目25番９号
         ブラウンハイツ本郷203
Ｔ Ｅ Ｌ （ 03） 3811－ 8302
Ｆ Ａ Ｘ （ 03） 3811－ 8326
E-mail:aiba-jimusyo@ac.auone-net.jp

各種印刷物、ホームページ等
販売促進ツールの企画・制作

トライアシック株式会社

竹本  方英

メ
ー
ル
　sh

igeru
@
m
atsu
-
sh
in
.jp

司法書士

染野郁郎

〒112-0004

東京都文京区後楽2-21-20

TEL　03-5805-1591

FAX　03-5805-1592

〒171-0022

（
中
央
大
学
学
員
日
華
友
好
会
副
会
長
）

落語家 三代目 桂やまと
info@yamato3rd.com　電話/FAX 03-6755-8815

〒116-0011　東京都荒川区西尾久4-31-5

最新情報は公式サイト、Facebook、Twitterで！

【「桂やまと」で検索】 

株
式
会
社
　

大
創
産
業

代
表
取
締
役
　

矢
　
野
　
博
　
丈

　
　

　
〒
739-

8501
　
広
島
県
東
広
島
市
西
条
吉
行
東
1
丁
目
4
番
14
号

　

　
　
　　
　
電
　
話
○
八
二
（
四
二
○
）
○
一
○
○

　
　

　
　

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
○
八
二
（
四
二
一
）
二
七
四
○
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